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• 千代川水害タイムライン（令和元年度版）完成報告
・・・これまでの振り返り、本年度顔合わせ

• 千代川水害タイムラインについて（詳細版、自機関早見表）

• 千代川水害タイムラインの運用について
・・・運用計画、リンク集、メーリングリスト

• 今後のスケジュール
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千代川水害タイムライン検討会（第1回）
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千代川水害タイムライン（令和元年度）
完成報告



千代川水害タイムライン【令和元年度版】完成報告
【研修会】：目標設定と進め方の確認

研修会
R元年

7月31日

• 千代川の概要説明
（主な洪水被害、整備状況、洪水浸水想定区
域図、平成30年7月豪雨の概要）

• TL作成について（先行事例の紹介、千代川TL
のポイント、TL作成手順）

• グループワーキング（ＴＬ作成に当たって自
機関の行動項目や課題を理解・共有）

【第2回検討会】：重点行動項目の具体化・細分化

第2回
検討会

R元年
11月27日

• 研修会、第1回検討会の振り返り
（ワーキング成果・鳥取大学大学院三輪教授
の総括の振り返り、TL完成までの流れ、平成
10年台風10号の進行経路と千代川流域の降雨
特性について）

• グループワーキング
（行動項目を具体化・細分化し、行動手段・
手順と、実施する上での課題を抽出）

【第1回検討会】：水害リスクの把握、防災行動項目の整理

第1回
検討会

R元年
9月20日

• 想定災害シナリオの把握
（気象条件について / 浸水状況について）

• グループワーキング（浸水リスクの把握と行
動項目の選定・追加、TLレベルごとの防災行
動項目の整理、多機関に係る重点行動項目の
整理）

【令和元年度千代川水害タイムライン発足式】

発足式
R元年
8月7日

• 首長挨拶
（鳥取市長、倉吉市長、三朝町長、湯梨浜町
長、北栄町長）

• 千代川水害タイムライン検討会・天神川水害
タイムライン検討会設置要綱（案）について

• 検討会座長講演
• 千代川・天神川の概要について
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例
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千代川水害タイムライン【令和元年度版】完成報告
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千代川水害タイムライン（案）作成

【第3回検討会】：行動・連携主体の確認、役割分担の決定

第3回
検討会

R2年
1月24日

• 千代川水害タイムライン（素案）について
（TLの立ち上げ・レベル移行・解除、TLの構
成TL（素案）について）

• グループワーキング
（TL素案の確認、各機関との連携・調整事項
の抽出・課題の整理・共有、全体意見交換）

【記号分類】
・◎：主体的に行動する機関
・〇：支援または協働する機関
・✉：メーリングリストで発信する機関
・発：情報を発信する機関
・収：情報を自ら収集する機関
・受：情報を受ける機関

千代川水害タイムライン【令和元年度版】作成

検討会・意見照会で挙げられた行動項目
を整理し、「千代川水害タイムライン【令
和元年度版】」を作成。

【文頭記号】
・✉：メーリングリ
ストで発信する情報

発

【第4回検討会】全体共有と課題確認

第4回
検討会

R2年
2月26日

• 第2回・第3回検討会の振り返り
（ワーキング成果・鳥取大学大学院三輪教授
の総括の振り返り、TL完成までの流れ)

• 全体読み合わせ
（「顔の見える関係」を実践し、一体感を高
めて共通理解を認識。行動項目を主体的・支
援を行う機関、及び情報の受発信を行う機関
を再確認する。またTL（案）において、自機
関で行う項目の最終確認を行う。）

千代川水害タイムライン（素案）作成
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千代川水害タイムラインについて



千代川水害タイムライン（令和元年度版）【詳細版】

5

＜記号分類＞
◎：主体的な行動を行う機関
〇：行動の支援・協働を行う機関
発：情報の発信を行う機関
収：情報の収集を行う機関
受：情報の受信を行う機関

✉ ：メーリングリストで発信していただきたい項目
• ✉記号は項目の文頭に記載しています。
• メーリングリストは状況に応じて発信をお願いするもの
であるため、役割分担には受発信は反映されていません。
（「発」「受」で表現されているものは伝達することが
決まっているものが対象になります。）

発

見やすくするため、自機
関の列にマーカーを引い
てください。

A.チェック欄
行動項目に漏れがないよ
う、実施した行動につい
てチェックをつけます。

…

C. 行動項目追加欄
タイムライン記載以外で
実施した行動を追記しま
す。合わせて、対応機関、
実施開始時刻、終了時刻
も記入します。

B. 実施状況チェック欄
行動開始時刻と終了時刻
を記入します。

D. メモ欄
課題や改善点等を記入す
る欄として使用します。

 タイムライン【詳細版】は出水時の対応事項の確認及びその対応状況を記録できる形式で運用
➩ 出水時に、各機関はタイムライン【詳細版】に基づいて対応を行い、併せて対応状況等を記録して下さい。
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千代川水害タイムライン【自機関早見表】

 自機関タイムライン早見表
：「千代川水害タイムライン（令和元年度版）」を基に、
参加機関毎のタイムラインを作成。

⇒自機関の実施行動項目のみ記載。
⇒各レベル横並びで記号表示することで、時系列に沿った
流れをつかむことが可能。

⇒関係機関欄を設けることで、連携機関を明確化。

【自機関TL早見表記載内容】
① 機関名
② 防災行動項目
③ ②実施にあたり、関係する機関
④ 各レベルでの実施行動項目
⑤ 備考欄

①
②

③ ④ ⑤

千
代
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
【
自
機
関
早
見
版
】
イ
メ
ー
ジ
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千代川水害タイムラインの運用について



タイムライン
【詳細版】の対応
項目を抜粋して防
災行動の種別毎に
整理されています。
対応の全体像を

確認するときに活
用します。

②タイムライン【概要版】①タイムライン【詳細版】

③タイムライン運用方法

行動手順・内
容（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応

のチェックリス
トとして活用し
ます。

台風や大雨に対する
タイムラインの立上
げ・移行基準や、メー
リングリストを利用し
た情報発信等が記載さ
れています。
タイムラインを運用

する際に確認・活用し
ます。

 令和2年度の梅雨期から運用を開始した「千代川水害タイムライン＜令和元年度版＞
は、タイムライン【詳細版】、【概要版】、運用方法、【自機関早見表】で構成。

トリガー ： 洪水警報の危険度分布（注意）、洪水注意報、大雨注意報、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害）の危険度分布（注意）、氾濫注意情報、避難行動の確認
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205 タイムラインの運用 タイムラインの運用 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
206 タイムライン内部会議

タイムラインレベル移行
の情報周知（情報受け）

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳥取市地域防災計画

207 ✉タイムラインレベルの
移行

□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
208 情報収集 河川情報の収集 □ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
209 ✉内水氾濫の発生 □ 受 受 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
210 水位動向、冠水等の確

認・情報収集（千代水出
張所等）

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

211 FAXやHPでの情報確認 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
212 水位予測の提供

(はん濫注意水位を超えて
から３時間毎）

□ ◎ ◎

213 気象・台風情報の収集 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

214 注意報の発表（危険度分
布の確認、予測の確認
（いつ・どこで・どれく
らい）、リードタイム、
対象市町村の判断、量予
測）

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

215 FAXやHP利用、気象庁へ
の聞き取りによる気象情
報（台風・雨量・風速
等）の収集・確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

216 担当間で情報共有 □ ◎
217 ダム諸量情報発信

✉ダム放流情報 □ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

218 下流警報 □ 収 収 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
219 FAX、メール等による各

機関への通知
□ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

220 電話による伝達確認 □ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
221

□ 収 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 鳥取市地域防災計画

222
✉通行止め情報 □ 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

223 FAXやHP、電話等での情
報確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
224 移動ルートの確認、通行

可能路線（道路）の問い
合わせ

□ ◎ ◎ ◎ ◎

225 情報収集 被災情報の収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収
226 内水被害等、被害情報の

収集
□ 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

227 水位情報や河川カメラ映
像の確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

228 国・県事務所からの被災
情報

□ 受 発 発 発

229 被災情報の関係機関の伝
達

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
千代川は国、支川は県
が発令。

230
県への一般被害等の報告
（県災害情報システム）

□ 〇 ◎ 鳥取市地域防災計画

231 ライフライン供給情報の
収集

□ 収 収 収 収 収 収 収 収 発 発 発 発

交通情報の収集（道路交
通情報、計画運休情報の
収集）

タイムラインレベル２ ： 行徳地点水防団待機水位の超過、内水氾濫発生のおそれ

役割

備考

① 防災情報
② 報道・避難対応

③ 大規模避難・救助 ④ 社会基盤
報道

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

避難対応

TL2

ALL
項
目
No.

第3階層
（行動手段・手順）

備考

実施状況チェック欄

チ
ェ
ッ

ク
欄

防災行動項目

開始時刻 終了時刻

千代川水害タイムライン運用方法
～タイムラインの構成～

【詳細版】に基づいた、参加機
関毎のタイムラインです。
自機関の実施行動項目のみ記

載し、各レベル横並びで記号表
示することで、時系列に沿った
流れを、分かり易く把握するこ
とが可能です。
関係機関欄を設けることで、

連携機関を明確化しています。

④タイムライン【自機関早見表】

8
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 運用機関は鳥取市、警察、消防、自衛隊、ライフライン機関、公共交通機関、報道機関、鳥取県、気象
庁および国土交通省の29機関。

 タイムラインは、台風情報、早期注意情報（警報級の可能性）、気象予警報、河川水位状況を総合的に
判断して、順次レベルが移行（引き上げ、引き下げ）される。

 被害が発生した場合（レベル5に到達した場合）は、応急復旧や救助活動が収束するまでレベル5を維持
し、応急復旧や救助活動が収束した段階でタイムラインを解除する。

 （参考）タイムラインレベルと警戒レベルの関係性

 タイムラインの連絡系統図  レベル立ち上げ・移行・解除のトリガーの流れ

鳥取地方気象台

鳥取河川国道事務所

タイムライン検討会メンバー

助言

メール配信

鳥取河川国道事務所が
主体となってメンバー
にメールにて情報提供

レベルの移行 TLレベル1(1日前準備)

レベルの移行

平常時 タイムライン解除

タイムライン立ち上げ TLレベル0(3日前準備)

・台風情報
・3日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・避難判断水位を下回る
・氾濫警戒情報の解除

レベルの移行 TLレベル0(2日前準備)

レベルの移行 レベル2

レベル3

レベルの移行 レベル4

レベルの移行 レベル5

・台風情報
・2日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・台風情報
・翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報 ・大雨注意報
・大雨警報（浸水害） ・氾濫注意情報
・土砂災害に関するメッシュ情報（注意）

・洪水警報の危険度分布（警戒）・大雨警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（警戒）
・氾濫警戒情報 ・避難準備 ・高齢者等避難開始

・洪水警報の危険度分布（非常に危険）
・土砂災害警戒情報 ・氾濫危険情報
・土砂災害に関するメッシュ情報（非常に危険）（極めて危険）
・避難勧告、避難指示（緊急）

・大雨特別警報（浸水害）・大雨特別警報（土砂災害）
・氾濫発生情報 ・災害発生情報

水防団待機水位

避難判断水位

氾濫危険水位

・氾濫注意水位を下回る
・氾濫注意情報の解除

氾濫危険水位

・氾濫危険水位を下回る
・氾濫危険情報の解除

・水防団待機水位を
下回る

・大雨警報（浸水害）
及び洪水警報の解除

・応急復旧・救助活動の収束

かつ

内を総合的に判断してタイムラインレベル移行

千代川水害タイムライン運用方法
～タイムラインの概要・レベル移行基準～



上流から下流まで連続的に、地先事の洪水危険度を把握・表示する「水害リスクライン」
により、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組を推進。

現行の洪水予報・危険度の表示
水位観測所の水位で代表して、
一連区間の危険度を表示

水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示
左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示
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カメラ画像
(ポップアップ)

浸水想定区域図
(スクロール拡大)

観測所水位
(ポップアップ)

水害リスクラインによる水位情報の提供
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時系列水位の表示

CCTVカメラ画像

水害リスクラインによる水位情報の提供
（千代川水系：平常時）
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 身近な河川の状況をリアリティをもって伝え、地域の方の避難に活用いただくため、今
年度から「簡易型河川監視カメラ」の設置を進めています。

 この度、平成３０年７月豪雨において、大規模な浸水被害が発生した高梁川水系高梁川
や小田川などをはじめ、全国に設置した簡易型河川カメラ画像のウェブサイトでの提供
を開始しました。

配信イメージ

「川の水位情報」
https://k.river.go.jp

 今年度から現地へのカメラ設置を開始し、令和2年2月時点で
２２４箇所の画像の提供を開始。

 今後、カメラの設置を進め、令和２年出水期までに国管理河川
約1,600箇所の画像の提供を開始する予定。

 既に画像を提供している従来型のCCTVカメラ（約2,800箇
所）と合わせて、全国でこれまでの1.6倍（約4,400箇所）の
河川状況が確認可能。

 カメラの画像は、以下のウェブサイトで閲覧可能

情報提供
【簡易型河川監視カメラの運用開始】）

https://k.river.go.jp/
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千代川水害タイムラインリンク集

【リンク集カテゴリー分類】
・河川/気象/ダム情報
・災害/避難情報
・道路/交通情報
・ライフライン情報
・メディア情報
・海象情報

 リンク集：TL運用時に必要となる情報や、防災行動に関連する公開情報に迅速にアクセス可能。

※事務局から各機関へ送付。
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参加機関メーリングリスト
（　　○○　 @***.***.**.**　　）

 タイムラインを確実に運用するためには、各機関の情報共有が不可欠です。
 情報共有を円滑に行う手段として、メーリングリストの作成を行います。
 メーリングリストを活用すべき項目は、タイムラインの防災行動項目横にメールの記号（✉）を記載
しています。

発信する情報
鳥取河川国道
事務所

鳥取県鳥取市 ダム管
理者

道路管
理者 鉄道 バス 報道

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

運
用
に
係
る
情
報

タイムライン立ち上げ（レ
ベル0） ◎

タイムラインレベルの移行
（レべル1以降） ◎
内水氾濫の発生 ◎
堤防の決壊、氾濫発生情報 ◎ ◎

住
民
の
避
難
や

被
害
に
関
す
る
情
報

避難所の開設 ◎
避難準備・高齢者等避難開
始発表の決定と発表時期 ◎

避難勧告・避難指示（緊
急）発表の決定と発表時期 ◎

通行止め情報 ◎
ダム放流情報 ◎
運行停止、利用者の避難状
況 ◎

バスの運休 ◎
現地取材により明らかに
なった被害状況 ◎

 メーリングリストで発信する情報
 メーリングリスト記号イメージ
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メーリングリスト活用イメージ

 「タイムラインレベルの移行」、「氾濫発生情報」、「通行止め情報」等（前スライド表参照）、
重要な項目はメーリングリストを活用し、参加機関へ情報共有をお願いいたします。

 メール文イメージ（タイムラインレベルの移行）

件名：【移行】千代川TLレベル3

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所より、以下のとおりお知らせします。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

台風経路や今後の気象情報等から、現在のタイムライン段階をレベル3とします

■現在の基準観測所の水位

用瀬地点で避難判断水位を超過しました。

中小河川の氾濫による浸水発生の恐れがあります。

■今後の気象情報

〇日にかけて、引き続き非常に激しい雨の降るおそれがあります。

今後の台風情報にご注意下さい。

■現在の避難情報

○○市は全域に避難準備・高齢者等避難開始情報を発令しました。（□時□分）

件名：【通行規制】〇〇道 ○○～○○区間

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

〇〇では、大雨による道路冠水により○○道の○○～○○区間

の間で通行規制を行いました。最新の情報はホームページに公表

しておりますので、ご確認をお願いします。

ＵＲＬ：

 メール文イメージ（通行止め情報）
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千代川水害タイムライン検討会
今後のスケジュール



R2年
8月28日
（金）

【内容】
• 千代川水害タイムライン（令和元年度）完成報告
（これまでの振り返り、本年度の顔合わせ）

• 千代川TL自機関早見表、運用方法について
• 情報伝達訓練について

第1回
検討会

出水対応
（梅雨期）

【内容】
• 修正版TL及び運用方法の内容確認（R元年度からの変更点等）

第3回
検討会

TL

情
報
リ
ン
ク
集

TL実運用上の
要望把握

出水時TL検証
ポイントの
抽出・共有

関係機関への
ヒアリング

出水対応の
課題抽出

出水対応の
振り返り

事務局からの
問いかけによる

事後検証

【完成】
・修正版TL/運用計画書

機
関
毎TL

早
見
表

修
正
版TL / 

運
用
計
画
書

イ
メ
ー
ジ

千代川水害タイムライン検討会スケジュール（予定）

情報伝達
訓練

R2年
6月～7月

【内容】
• 出水対応の振り返り
• 早見表等を活用した、問いかけ方式による事後検証

第2回
検討会

R2年
（台風期後）

R2年
1月

（予定）

R2年
9月2日
（水）

出水対応
（台風期）

【内容】
• R元年度版TL、TL運用計画書及び早見表等を活用した出水対
応と課題等の抽出

• 出水後には関係機関へヒアリングを行い、随時TL改善事項を
把握・反映

R2年
8月～10月
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【内容】
• R元年度版TL、TL運用計画書及び早見表等を活用した出水対
応と課題等の抽出

• 出水後には関係機関へヒアリングを行い、随時TL改善事項を
把握・反映

【内容】
• 機関毎TL早見表等を利用しTLレベル毎に情報伝達訓練を実施。



今後の運用に向けて
～タイムライン情報共有システムの活用～

18

タイムラインの運用を円滑化するために必要な情報・機能の集約
 タイムラインの閲覧やタイムラインレベルの確認、タイムラインに基づく対応状況の
共有に活用

防災行動に必要な様々な情報の集約
 防災行動に役立つ様々な情報を確認したい時に活用

千代川

タイムライン詳細版

行動記録
タイムラインレベル

「防災行動共有システム」でできること
 システム上でタイムラインの閲覧が可能
 タイムラインレベルの移行など重要な情報

をリアルタイムで共有が可能
 タイムライン参加機関により行動記録をシ

ステムに記録することで、全参機関の対応
状況をリアルタイムで確認可能（振り返り
に活用）

 令和2年度の出水対応の振返り等を踏まえ、今後の円滑な運用に繋げるため、タイム
ラインの閲覧や記録、情報共有が可能なシステムを構築・運用予定。

【現在】 【今後】

リンク接続

スマホ・タブレットでも
閲覧・操作可能*

*スマホ・タブレットからWEBシ
ステムへのアクセスが可能

防災行動共有システム

タイムライン／運用計画書
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